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＜抄 録＞ 

 本研究の目的は，スライド作成アプリを従来のノート代わりに初めて活用した際の学習者の活用に対する意識を明らか

にすることである．中学校理科の授業において，従来のノート代わりに用いるスライド作成アプリ（デジタルノートと呼

称）を用いた授業実践を考案・実施し，質問紙調査により学習者の活用に対する意識を調査した． 

その結果，（1）学習者はデジタルノートを用いて学習を進めることを肯定的に捉えていたこと，理科の基本的な学習展

開に合わせてデジタルノートを用いることの有用性を認識していたこと，（2）デジタルノートの有用性を認める一方で，

使い方や学習に集中することに対して難しさを感じていたこと，（3）デジタルノートの活用に対して学力層による結果の

違いは認められなかったこと，（4）デジタルノートの使用に対する意欲は，学習内容の理解と実験結果の記録がしやすい

等の活用促進要因との関わりがあること，また活用促進要因と学習内容の理解との関わりもあること，（5）自分の考えを

まとめることができたかについて，肯定的評価，否定的評価ともに一定数確認でき，その理由について【自分の考えのま

とめやすさ】【入力や編集のしにくさ】【操作に要する時間の問題】の 3 つのカテゴリーを導出することができたことの 5

点が明らかになった． 

＜キーワード＞ 

個別最適な学び，スライド作成アプリ，中学校，理科，事例研究 

１ はじめに 

 児童生徒の資質・能力を育むために「個に応じた指導」

を一層重視する必要があるとされ，「個に応じた指導」を

学習者の視点から整理した概念が「個別最適な学び」と示

された（文部科学省 2021）．今後，GIGAスクール構想に

よって整備された1人1台端末等の環境を生かし，個別最適

な学びを充実させることが期待されているといえる． 

 1人1台端末環境を活用した個別最適な学びに資する研究

として，人工知能型教材に関する研究（山本ほか 2018，

津下ほか 2021），学習の記録を蓄積するeポートフォリオ

に関する研究（渡辺ほか 2021，塩川ほか 2021）等を確認

することができる． 

多様な取組が確認できる中，筆者らは学校教育において

毎時間活用することが想定され，また学習者一人一人の学

び方が反映されやすいノートとしての活用に着目した． 

ノートの有する機能について，練習帳的機能，備忘録的

機能，整理保存の機能，探求的機能の4つの機能が示され

ている（東井 1957）．今後の授業づくりにおいて，個別最

適な学びを充実させるためには，特に整理保存の機能や書

くことによって自分の考えをはっきりさせていく探求的機

能が重要である．その際，修正等の試行錯誤が容易であ

り，テキスト以外の図表等の取り扱いが容易なことからコ

ンピュータを用いてノートテイクできる機能の活用が期待

できる．従来の紙のノートでは，紙面にテキストや図表等

の情報を書き込んだり貼付したりしてきた．同様のこと

は，コンピュータを用いて行うことは十分に可能である．

1人1台端末上のスライド作成アプリ等の限定されたアプリ

内にて，テキスト及び図表や動画等を編集し，端末内やク

ラウド上に情報を保存できる． 

GIGAスクール構想においては汎用性の高いクラウド

ベースのアプリが基本仕様となっている．作成したデータ

はリアルタイムで保存され共有でき，学習内容の記録が容

易である等の利点が考えられる．今後，従来のノート代わ

りに多様な学習場面で活用できるクラウドベースのアプリ

を活用することが多くなると予想できる．中でも，スライ

ド作成アプリは，テキストボックスや図表の挿入による自

由なレイアウトができることから，整理保存の機能や探求

的機能を備えたノートとしての利用価値は高いと考えられ

る（北濱ほか 2022）． 

そこで，本研究では，1人1台端末環境において，スライ

ド作成アプリを従来のノート代わりに活用することを前提

に論を展開する．  

 関連する研究について，開発研究（杉谷・岸田 2005，

長田・加藤 2014）の他，教育実践研究として小川・宮本

（2021）は，弱視生徒を対象にタブレット端末を用いて

PDFファイルにスタイラスペンで書き込むことの学習効果

を報告している．また，波多野（2020）はタブレット端末

を用いてポートフォリオのように成果物を蓄積していく図
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工ノートによる指導を試みており，毎時間のめあてや振り

返り，作成途中の作品を貼り付けることで，児童の苦手意

識の克服につながると示唆している． 

従来のノート代わりにアプリを活用した教育実践につい

ては，現在，活用初期である．今後，GIGAスクール構想に

よって整備された1人1台端末環境を活用した教育実践は一

層増加することが想定される．従来のノート代わりにアプ

リを活用した教育実践が十全に展開されるためには，教育

実践研究を通じて学習効果を実証することと共に，学習意

欲や使いやすさ（使いにくさ）といった学習者の活用に対

する意識に配慮する必要がある.  

これまでに，整備された1人1台端末環境を用いた学習に

関する意識調査（佐藤ほか 2021，村上ほか 2021 等）や

学習者用デジタル教科書の活用に関する児童の意識を調査

した研究（阿濱ほか 2016，小林・中川 2019）は確認でき

るものの，今後，活用の推進が期待されるスライド作成ア

プリを従来のノート代わりに活用した際に，学習者が活用

に対してどのような意識であるかを明らかにした研究は見

あたらない．事例的であったとしても活用初期における学

習者の意識を明らかにすることは，今後の活用に際して指

導の留意点等の把握につながり，個別最適な学びの実現に

寄与すると考えられる． 

 

２ 目的 

本研究の目的は，スライド作成アプリを従来のノート代

わりに初めて活用した際の学習者の活用に対する意識を明

らかにすることである．なお，本研究では，従来のノート

代わりに活用するスライド作成アプリについてデジタル

ノートと呼ぶこととする．したがって，端末自体がデジタ

ルノートを意味しない． 

 

３ 方法 

（1）対象と授業実践の期間 

寺嶋ほか（2017）は小学校教員よりも中学校教員のほう

が1人1台端末の活用に対して大きな負担を感じ，活用が進

展していないことを先進的に導入した自治体の実態として

報告している．そこで本研究では，小学校と比較して活用

が進展していないことが想定される中学校を研究フィール

ドとし，公立中学校2年生2クラス（57名）を対象に第1筆

者がデジタルノートを用いた授業を実施する．授業は2022

年9月16日〜10月11日にかけて実施し，2クラスとも同様に

授業を進行する．ノートテイクに関して，対象の学習者は

本実践の事前にあたる4月に紙のノートを対象としたノー

トの取り方に関する指導を受けている．指導内容は，ノー

トを取る目的，ノートのレイアウト等である．しかし，本

実践までの期間は紙のノートを使用していたため，学習者

がデジタルノートを活用するのは初めてであり活用初期と

いえる． 

（2）授業で使用するデジタルノート 

既述の通り，GIGAスクール構想で整備された端末は，

クラウドベースの活用が前提であり，特別な機能を有した

アプリを用いることは想定されていない．そこで本研究に

おいては，汎用的な活用が期待できるスライド作成アプリ

を活用する．対象校はChromebookを採用していることから

使用するアプリはGoogleスライドとする．個別最適な学び

を実現するために，ネットワークを利用し個人に1つの

ファイルを割り当て，各自が決められたスライドにノート

テイクをすることとする．実践にあたり，学習者には従来

の紙ノートの代わりにデジタルノートを使用することを説

明する． 

学習者は授業回ごとにGoogleクラスルームの画面にある

提出ボタンを押してノートを提出し，内容を授業者が確認

し返却する（図1）．Googleスライドで作成したデジタル

ノートは，スライドのサイズをノートと同じ縦長の形式と

し，スライドの基本テンプレートとして，学習課題，まと

め，振り返りを書く場所を設ける（図2）．スライド作成ア

プリでは，画面の左にスライド一覧が表示されるため，学

習の記録等に必要なスライドを学習者自身が選択し，書き

込みや閲覧が可能である．また，学習内容に合わせて，実

験計画，結果，考察を書き込む場所を設けたものを用意

し，授業の進度に合わせてスライドを授業者が配布する． 

 

 

図1 Googleクラスルームのデジタルノート提出画面 

 

 

図2 Googleスライドで作成したデジタルノート 

 

デジタルノート活用初期であるため，単元の導入におい
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て授業者が作成したデジタルノートのモデルを提示する．

また学習者には単元の事前にテキストや図の挿入の仕方，

撮影した写真の挿入の仕方等のスライドの使用方法を説明

する機会を設定し，実践期間中も必要に応じて使用方法を

説明する． 

（3）学習単元の概要 

本研究の目的を鑑みると，デジタルノートの活用場面は

多様であった方が良い．例えばデジタルノートの運用方法

として大山ほか（2008）は，自分のペースでノートテイキ

ングすることによる学習効果を指摘している.そこで，仮

説設定，実験計画の立案，実験，教授形式といった多様な

学習活動が設定されやすく，ノートテイキングの際の自由

度が高いと考えられる理科の授業においてデジタルノート

を活用することにする．該当する単元名は中学校理科第2

学年生命分野「動物の体のつくりとはたらき」であり，小

単元名「栄養を取り入れる」である．単元の指導計画を表

1に示す．以下，デジタルノートの活用場面を中心に，各

授業展開について詳述する． 

 

表 1 単元の指導計画 

時間 学習内容 

第 1 時 食物に含まれる栄養分について理解する． 

第 2 時 唾液の働きでデンプンが分解されることに関

する仮説を立てる． 

第 3 時 仮説を検証するための実験計画を立てる． 

第 4 時 唾液の働きを調べる実験を行う． 

第 5 時 実験結果をまとめる． 

第 6 時 

第 7 時 
消化と消化酵素について理解する． 

第 8 時 養分の吸収の仕方について理解する． 

 

第1時では，食物中の栄養分の種類や消化について学

び，学習内容をデジタルノートに記録する．第2時では，

ご飯を噛んでいると甘くなるという経験から，なぜ甘くな

るのか仮説を立てる．個人で立てた仮説をクラス内で共有

する．第3時では，前時で立てた仮説を確かめるための実

験方法を立案する．必要となる指示薬についての説明を聞

き，条件制御の考えを踏まえながら自分で考えた実験方法

をクラス内で共有する．第4時では，立案した実験方法に

基づいて唾液の働きを調べる実験を行う．デジタルノート

を用いて実験結果を記録し，考察を行う．第5時では，考

察した内容をクラス内で共有し唾液の働きについてデジタ

ルノートにまとめる．第6時，第7時では，唾液以外の消化

液に含まれる消化酵素の働きについて学び，学習内容をデ

ジタルノートに記録する．第8時では，消化された栄養分

が小腸の柔毛から吸収されることや柔毛があることの利点

について学び，学習内容をデジタルノートに記録する． 

8時間の授業を通して，デジタルノートを活用したのは7

回分の授業であり，この期間に紙ノートとの併用はしてお

らず，デジタルノートのみを活用した． 

（4）調査の方法 

①デジタルノートの活用に関する主観評価 

スライド作成アプリを活用したデジタルノートに対する

学習者の意識について，小林・中川（2019）が開発した国語

科学習者用デジタル教科書の活用に対する学習者の主観評

価項目の内，本文・図表等を抜き出し考えを整理するノート

機能の活用に関する項目について，理科の学習内容及びデ

ジタルノートの活用に関するものに修正して実施する．使

用する質問項目は以下の通りであり，A〜E の領域に区分さ

れている． 

A：デジタルノートの使用に対する意欲に関する項目 

（1）デジタルノートを使って，もっと理科の学習をしたいと思う． 

（2）デジタルノートを使うと，理科の学習は集中して取り組むことが

できる． 

（3）デジタルノートを使って進める理科の学習は得意である． 

B：学習内容の理解に関する項目 

（4）デジタルノートを使うと，理科の学習のとき，じっくり考えるこ

とができる． 

（5）デジタルノートを使うと，理科の学習の内容をよく理解すること

ができる． 

C：表現に関する項目 

（6）デジタルノートを使うと，自分の考えや意見などを発言しやすい． 

（7）デジタルノートを使うと，自分の考えや意見などを書き込みやす

い． 

（8）デジタルノートを使うと，グループや隣の友達との話し合いでお

互いの考えを比べやすい． 

D：デジタルノートの活用促進要因に関する項目 

（9）デジタルノートを使うと，実験の仮説が立てやすい． 

（10）デジタルノートを使うと，実験方法を考えやすい． 

（11）デジタルノートを使うと，実験結果の記録がしやすい． 

（12）デジタルノートを使うと，根拠を明確にして考察を書くことがで

きる． 

（13）デジタルノートを使うと，これまでの学習を振り返りやすい． 

E：デジタルノートの活用阻害要因に関する項目 

（14）デジタルノートを使うと，学習に集中できない． 

（15）デジタルノートは使い方が難しい． 

（16）デジタルノートは使うときの準備が大変である． 

回答は 4 件法であり，得られたデータは強い肯定から順

に，4 点，3 点，2 点，1 点を付与して単純集計する． 

②デジタルノートの活用に関する自己意識 

 デジタルノートの活用による学習成果への影響を把握す

るため，第8時終了後にデジタルノートを利用して自分の

考えをまとめることができたかを5件法（とても当てはま

る，まあまあ当てはまる，どちらともいえない，あまり当

てはまらない，全く当てはまらない）で問い，その理由に

ついて自由記述で問う．得られたデータについて似た内容
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ごとのカテゴリーに分類・整理する. 

 

４ 結果と考察 

授業は指導計画通りに進行した． 

（1）デジタルノートの活用に関する主観評価 

授業終了後の主観評価の回答に得点を付与して集計を行

い，各項目に対して肯定意見と否定意見に分け二項検定に

よる直接確率計算を行った結果を表2に示す． 

 

表2 デジタルノート利用に関する主観評価の結果 

 

設問1〜13の平均値は中央値（2.5）を上回っていることか

ら，学習者はデジタルノートを用いた学習を肯定的に捉え

ていると判断できる．二項検定による直接確率計算を行っ

た結果，設問1〜13の内9項目（設問1，5，7〜13）において，

有意差を確認することができた（p<.05）． 

設問1からデジタルノートを活用する理科の学習に対し

意欲を持っていると判断できる．また，設問5から学習内容

の理解につながると感じていることが示されている．そし

て，設問7においては，1人1台端末を活用する利点である試

行錯誤の容易さが確認され，設問8においては，クラウド環

境を生かしたアプリの有用性が指摘された先行研究（北濱

ほか 2022）の知見と合致している． 

 さらに，D：デジタルノートの活用促進要因に関する項

目群である設問9〜13においては，すべて有意差を確認す

ることができた．理科における基本的な学習展開は，仮説

を立て，観察・実験の方法を考え，結果を記録し，結果を

比較して考察を行うことである．設問9〜13の結果から学

習者は，初めてデジタルノートを用いた本授業において，

理科の学習展開に対理科の基本的な学習展開に対してデジ

タルノートを活用することの有用性を感じていると判断で

きる． 

 具体的な授業場面について，唾液の働きを調べる実験を

行った試験管を並べ，学習者1人1人が端末を用いて写真を

撮影し，デジタルノートに貼り付けて記録していた．従来の

紙のノートやワークシートでは，試験管内の色の変化等を

文字で記録していたが，写真で記録することにより視覚的

な情報も含めて記録することが可能であった． 

実験結果をもとに考察する場面においても，生徒は文字

だけでなく視覚的な情報を受け取りながら比較することが

でき，根拠を明確にして考察するとこができたと考えられ

る（設問11，12）．また，学習者は前時までに学習した内容

についてデジタルノートを見て振り返り，確認しながら考

察していた．使用したスライド作成アプリでは，デジタル

ノートの記録がクラウド上に保存され，加えて毎時間の記

録が時系列に並ぶため，学習内容を振り返ることが容易で

あったといえる（設問13）． 

 一方，E：デジタルノートの活用阻害要因に関する項目群

である設問14及び設問15について，平均値は中央値（2.5）

を上回っていることから，デジタルノート活用初期におい

て，学習者は使い方が難しく，学習に集中することに対し難

しさを感じていると考えられる．また，設問16の平均値は中

央値（2.5）を下回っているものの，中央値に近い値である

ことから，一定程度デジタルノートを使うときの準備に大

変さを感じていると指摘できる． 

この結果は，学習者がデジタルノートを活用するのは初

めてであることから，学習よりも文字入力することに意識

が向いてしまったことが要因と想定される．実際に，学習者

の中には，入力したい文字のキーボードの場所を探しなが

ら，人差し指だけで文字入力を行う生徒の様子が確認でき

た．対象者は本授業までに短い文章を入力する学習経験は

有していたが，1時間分の授業内容をデジタルノートとして

記録する経験は有していない．キーボード入力の技能は調

査（文部科学省 2015，2022）によると経年変化として向上

していることが示されているものの，キーボード入力を含

むコンピュータの操作スキルについては，十分ではないと

指摘されている（文部科学省 2019）. 今後キーボード入力

を含めた情報手段の基本的な操作に関する技能はデジタル

ノートを活用する上で重要であると指摘できる． 

また，端末やアプリの操作性や学習者の操作スキル等も

要因と想定されるが，本研究は把握できていない．操作スキ

ルについては継続して使用することで高まると考えられ，

継続的な調査の必要性を指摘できる． 

（2）デジタルノートの活用に関する学力層ごとの評価 

デジタルノートの活用に関する主観評価の結果について，

生徒の学力層による結果の違いを確かめるために，前学期

末の評定を基にして学力層ごとに分け（上位，中位，下位），

分散分析を行った（表3）．その結果，設問1（F(2,54)=0.69，

p=.507 ）， 設 問 2 （ F(2,54)=1.05 ， p=.356 ）， 設 問 3

（F(2,54)=1.27，p=.289），設問4（F(2,54)=1.64，p=.204），

設問5（F(2,54)=0.09，p=.910），設問6（F(2,54)=0.56，

肯定 否定 平均値 結果

設問１
デジタルノートを使って、もっと理科の学習をした

いと思う．
38 19 2.95 *

設問２
デジタルノートを使うと、理科の学習は集中して取

り組むことができる．
35 22 2.72 ns

設問３
デジタルノートを使って進める理科の学習は得意で

ある．
33 24 2.67 ns

設問４
デジタルノートを使うと、理科の学習のとき、じっ

くり考えることができる．
35 22 2.77 ns

設問５
デジタルノートを使うと、理科の学習の内容をよく

理解することができる．
37 20 2.79 *

設問６
デジタルノートを使うと、自分の考えや意見などを

発言しやすい．
34 23 2.72 ns

設問７
デジタルノートを使うと、自分の考えや意見などを

書き込みやすい．
38 19 2.88 *

設問８
デジタルノートを使うと、グループや隣の友達との

話し合いでお互いの考えを比べやすい．
46 11 3.12 *

設問９
デジタルノートを使うと、実験の仮説が立てやす

い．
48 9 3.14 *

設問10 デジタルノートを使うと、実験方法を考えやすい． 46 11 3.09 *

設問11
デジタルノートを使うと、実験結果の記録がしやす

い．
47 10 3.19 *

設問12
デジタルノートを使うと、根拠を明確にして考察を

書くことができる．
41 16 2.93 *

設問13
デジタルノートを使うと、これまでの学習を振り返

りやすい．
42 15 3.07 *

設問14 デジタルノートを使うと、学習に集中できない． 28 29 2.54 ns

設問15 デジタルノートは使い方が難しい． 36 21 2.77 *

設問16 デジタルノートは使うときの準備が大変である． 23 34 2.35 ns

質問項目

*:p<.05, 表中の数字は人数, 57名
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p=.575 ）， 設 問 7 （ F(2,54)=0.68 ， p=.513 ）， 設 問 8

（F(2,54)=0.27，p=.764），設問9（F(2,54)=2.37，p=.103），

設問10（F(2,54)=1.10，p=.342），設問11（F(2,54)=0.28，

p=.757 ），設問 12（ F(2,54)=0.12 ， p=.890），設問 13

（F(2,54)=0.20，p=.820），設問14（F(2,54)=1.43，p=.247），

設問15（F(2,54)=0.78，p=.464），設問16（F(2,54)=1.85，

p=.167）となり，全ての設問項目に対して有意差は見られな

かった．これより，デジタルノートの活用に関する主観評価

の結果は，学習者の学力層に影響せず，どの学力層にも同様

の結果が得られたと判断できる． 

 

表3 主観評価の分散分析の結果 

 

（3）設問項目群の相関関係 

 デジタルノートの活用に関する主観評価の各設問項目群

の値の相関関係を計算したところ，項目群AとBの相関係数

が0.879，項目群AとDの相関係数が0.826，項目群BとDの相関

係数が0.805であった（図3）．「B：学習内容の理解に関する

項目」と「D：デジタルノートの活用促進要因に関する項目」

はともに「A：デジタルノートの使用に対する意欲に関する

項目」との強い相関関係が認められたと判断できる．また，

「B：学習内容の理解に関する項目」と「D：デジタルノート

の活用促進要因に関する項目」の間にも強い相関関係が認

められたと判断できる．  

 デジタルノートの使用に対する意欲は，学習内容の理解

と実験結果の記録がしやすい等の活用促進要因との関わり

があることが示された．また，実験結果の記録がしやすい等

の活用促進要因と学習内容の理解にも関わりがあると判断

できる．このことから，授業者はデジタルノートの活用に際

して，一人一台端末のカメラ機能を用いて実験結果を撮影

してデジタルノートに貼り付けるなど，結果を記録しやす

くすること，カラーの図表や実験結果の写真を用いてノー

トに記録し，図表や写真を見ながら考察できるなど学習内

容の理解が実感できるように配慮する必要性が示唆される．  

 

図3 設問項目群の相関関係 

 

（4）デジタルノートの活用に関する自己意識 

デジタルノートを利用して自分の考えをまとめることが

できたかについて，5 件法によって調査した結果，肯定的評

価（とても当てはまる，まあまあ当てはまる）は 25 名

（43.9 %），否定的評価（あまり当てはまらない，全く当て

はまらない）は 13 名（22.8%），中立的評価（どちらともい

えない）は 19 名（33.3%）であった． 

理由について自由記述で問い得られたデータを内容ごと

に分類した結果，データ数は 56 であった．似た内容ごとの

カテゴリーに分類したところ，【自分の考えのまとめやすさ】

【入力や編集のしにくさ】【操作に要する時間の問題】の 3

つのカテゴリーを導出できた．以下，具体的な記述を鉤括弧

で示しながら各カテゴリーについて詳述する． 

1 つ目の【自分の考えのまとめやすさ】に含まれるデータ

数は 31 件であった．具体的な記述として，「黒板に書いて

あったことや，自分の考え等をデジタルノートに書く」こと

ができること，「図やイラスト等を使って分かりやすく」す

ることやキーワードの「文字の色を変える」等の工夫をして

まとめることができること，「パソコンだとキーボードで入

力するので書き込みやすい」こと，自分の考えや板書をノー

トに書き込むときに「後から簡単に入力できる」という意見

を確認できた． 

学習者はスライド作成アプリを用いたデジタルノートに

矢印等の図を用いたり，1 人 1台端末で撮影した写真を挿入

したりしてノートをまとめていた．紙のノートでは図形を

手で書く必要があるが，デジタルノートでは図を挿入する

だけで済む．挿入した後も図形の位置を移動させてレイア

ウトすることができるため，「図やイラスト等を使って分か

りやすく」まとめることができ，【自分の考えのまとめやす

さ】を感じていると考えられる． 
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また，撮影した写真を簡便に挿入できる点はデジタル

ノートの利点である．実際に生徒は実験結果を撮影し，写真

を挿入してノートに記録をしており，紙のノート以上に【自

分の考えのまとめやすさ】を感じていたと考えられる． 

同様に，ペンを用いてノートを書くことが苦手な学習者

にとっては「パソコンだとキーボードで入力するので書き

込みやすい」と感じることが予想される．特に実験結果をも

とに考察する際には，何度か書き直す必要がある．紙のノー

トでは修正の都度消しゴムで文字を消さなければならず，

文章の途中に書き加えることは容易ではない．デジタル

ノートであれば一度文章を書いても「後から簡単に入力で

きる」ため，【自分の考えのまとめやすさ】を感じたと考え

られる． 

2 つ目の【入力や編集のしにくさ】に含まれるデータ数は

12 件であった．具体的な記述として紙の「ノートのように

自由に書けない」こと，「大切な言葉に色を使ったり矢印等

を出したりするのがあまりしっかりできなかった」こと，図

等の「位置調整が難しい」こと等，「使い方が難しい」とい

う意見を確認できた． 

本研究では，キーボードでの文字入力を必要としていた

ため，入力スキルの低い学習者にとっては「ノートのように

自由に書けない」という思いが強かったと推測される．学習

者の様子から，多くの学習者はマウスポインタの操作をす

るための機能であるタッチパッドではなく，端末の画面を

タッチすることで図形の挿入や位置調整を行っていた．1 人

1 台端末の画面は大きいとは言えず，画面上の図形等を指で

操作することは難しいと想定される．これらの理由から学

習者は【入力や編集のしにくさ】を感じたと考えられる．な

お，「（1 人 1 台端末への入力や操作に）集中して話が入って

こない」という意見が確認されたことも含めると，デジタル

ノートの活用において，キーボード入力の技能やコン

ピュータの基本的な操作の習得の重要性を指摘できる． 

3 つ目の【操作に要する時間の問題】に含まれるデータ数

は 7 件であった．ノートテイキングの際にキーボードで「文

字を打つのが難しくて時間がかかる」ことで「黒板の文字ば

かり書いていてあまり自分の意見を書けなかった」という

意見を確認できた．【入力や編集のしにくさ】と同様，キー

ボード入力の不慣れさから入力に時間がかかってしまうた

め，文字を「打つのが少し遅いので考えを書いているうちに

授業が進んだり休み時間になったりして書きたいことをう

まくかけていないままになって」しまうことや「自分の書き

方で書くと時間がかかったりするから先生の話が進んで聞

き逃してしまう」といった【操作に要する時間の問題】を感

じていたと考えられる．なお，当該カテゴリーは内容から

【入力や編集のしにくさ】と関連するカテゴリーといえる． 

 

5 おわりに 

本研究では，中学校理科の授業を事例として，スライド

作成アプリを従来のノート代わりにデジタルノートとして

初めて授業で活用した際の学習者の活用に対する意識を調

査した．本研究における条件のもとで得られた知見は次の

通りである． 

（1）学習者はデジタルノートを用いて学習を進めること

を肯定的に捉えていたこと，理科の基本的な学習展開に合

わせてデジタルノートを用いることの有用性を認識してい

た．特に，D：デジタルノートの活用促進要因に関する項

目群の結果から，活用初期であったとしても，理科の基本

的な学習展開に合わせてデジタルノートを用いることの有

用性を認識していた． 

（2）デジタルノートの有用性を認める一方で，使い方や

学習に集中することに対して難しさを認識していた．この

結果には，学習者自身の端末の操作技能が否定的な回答に

関連することが示唆された． 

（3）デジタルノートの活用に対して，学力層による結果

の違いは認められなかった． 

（4）デジタルノートの使用に対する意欲は，学習内容の

理解と実験結果の記録がしやすい等の活用促進要因と強い

関わりがあること，また活用促進要因と学習内容の理解と

の強い関わりが確認された． 

（5）デジタルノートを利用して，自分の考えをまとめるこ

とができたかについて，肯定的評価，否定的評価ともに一定

数確認でき，その理由について【自分の考えのまとめやすさ】

【入力や編集のしにくさ】【操作に要する時間の問題】の 3

つのカテゴリーを導出することができた． 

これらの知見から，デジタルノートの導入にあたっては，

多様な授業においてデジタルノートを活用する場面を設定

したり，デジタルノートの活用方法を積極的に紹介したり

することで，操作技能の向上や新たな活用方法の獲得につ

ながり有用な支援となりうることを指摘できる．また，学習

内容の理解につながることを学習者自身が実感しやすい場

面での活用から始めることの重要性を指摘できる． 

本研究では，デジタルノートの活用初期において，デジ

タルノートに対する学習者の意識を事例的に明らかにした

が，学習内容の理解及び定着という学習効果の側面からは

調査していない．それは活用初期であるがゆえに，学習者

の活用経験等に左右されることが予想されたためである

が，今後継続してデジタルノートを活用した際の学習効果

について明らかにする研究が期待される． 
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*  加賀市立片山津中学校（〒922-0411 石川県加賀市潮津町レ1－1）（e-mail:kg568024＠kaga.ed.jp） 

*2 茨城大学教育学部（〒310-8512 茨城県水戸市文京2丁目1−1）（e-mail: y_k0803@vc.ibaraki.ac.jp） 

*3 水戸市立下大野小学校（〒311-1114 茨城県水戸市塩崎町666）（e-mail: sirato.mizuki@post.ibk.ed.jp） 

*4 ひたちなか市立佐野中学校（〒312-0001 茨城県ひたちなか市佐和1504）（e-mail: fuhdt65ryo@icloud.com） 

*5 茨城県立石岡第二高等学校（〒315-0013 茨城県石岡市府中 5 丁目 14-14）（e-mail: iwasaki.keiko@mail.ibk.ed.jp） 

*6 放送大学（〒261-8586 千葉県千葉市美浜区若葉 2―11）（e-mail:hitorin＠hitorin.com） 

*  Katayamazu junior high school（1-1 Re Ushiozu-machi Kaga-city Ishikawa,922-0411,Japan） 

*2 Ibaraki University（2-1-1 Bunkyo Mito-city Ibaraki, 310-8512,Japan） 

*3 Shimoono elementary school（666 Shiogasaki-cho Mito-city Ibaraki,311-1114,Japan） 

*4 Sano junior high school（1504 Sawa hitachinaka-city Ibaraki,312-0001,Japan） 

*5 Ishioka Dai ni high school（5-14-14 Fuchu Ishioka-city Ibaraki,312-0013,Japan） 

*6 The Open University of Japan（2-11 Wakaba mihama-ku chiba-city Chiba,261-8586,Japan）
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